



















































Practice report of the "welfare psychology" subject lesson
―The education effect that adopted the lecture of the visually impaired―
Michiyo Katou （Shinshu Junior College）
Abstract: In “the psychology of the handicapped person” that is one of the themes of the“welfare psychology”subject, I 
consider an education effect to be provided by adopting the lecture of the visually impaired by analyzing the report of the student.



















































































































































































































［投稿 23年 9月 30日、受理 24年 1月 19日］
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【表 2】レポート記述カテゴリー表
カテゴリー名 記述データ 件
【第１群】
障害受容のプロセス「ショッ
ク期」
自分なら前向きに生きられない（13）・弱気になる（6）・引きこもる（5）・網膜色素変
性症（5）・パニックになる（3）・死にたい（1）・白内障（1）
34
【第 2群】
障害受容のプロセス「混乱と
苦悩期
見えない恐怖（30）・不安（18）・辛い（6）・アイマスク体験（6）・悲しい（4）・大変
（3）・苦しい（2）・落ち込む（2）・切ない（1）・寂しい（1）
73
【第 3群】
障害受容のプロセス「適応へ
の努力期」
盲導犬（36）・Ａさんが前向きに生きられるのは家族や友人の支えがあったから（11）・
点字（8）・鍼灸師（2）
57
【第 4群】
障害受容のプロセス「適応期」
料理などの家事をこなしていてすごい（31）・前向き（16）・明るい（5）・精神的な強
さ（5）・尊敬できる（3）・生き生きとしている（2）・障害の受容ができている（2） 64
【第 5群】
自分の生き方について思うこ
と ｢自己理解｣
健康であることや親に感謝したい（17）・当たり前に生きていることが幸せ（12）・Ａ
さんに負けないように一生懸命生きていきたい（12）・障害者を支援したい（11）・人
間やる気になれば何でもできる（7）・いろいろな事に挑戦していきたい（6）・前向き
に生きていきたい（5）・勇気、元気をもらい励まされた（4）・感動した（4）・自分の
悩みなんてちっぽけなものに思えた（3）・どんな経験も無駄なものは無い（2）・どん
な人も受け入れられる器の大きな人間になりたい（1）・夢や願いを持ち続けたい（1）・
人との出会いは大切（1）・今の自分が恥ずかしい（1）
87
